
同区間の傑準軌間への改造工事は 188 1 ・ 7 ・ 28 にわずか 1 日間で

完成された。

主要線路はシカ ゴからそれぞれ，メンアイス経由ニューオ ー

リ γ ズま で，アイオワ州のオマハおよびスーシティまで，およ

びセ ン ト ルイスまで遜じている。

イリノイ・セントラノレ鉄道は同社が全株式を所有する ブノレ ー・

アイラ ン ド鉄道， カント γ ・ アパ ーデ ィ γ ・ ナ ッシュ ヴ ィノレ鉄

道， シ カゴ ・ メ γ7 イ ス・ア ンド ・ ガノレフ鉄道， サウス ・ シ カ

ゴ鉄道およびサザ γ ・ イリノイ・アンド ・ ケソタ ッキ ー鉄道の

諸会社とともにイリノ イ ・ セ γ トラノレ鉄道系を榊成し ， 賃借

線路および列車速転権をもっ線路の延長は 879 km に達してい

る。

1951 暦年度の営業成紋は，

営業収入 295，091 ，790 ドノレ

営業 政 223,346,134 " 

営業係数 75.69 % 

貨物輸送ト ン数

1 ト ン平均輪送キロ

旅客輸送人員

l 人平均乗車キロ

78,107,208 t 

418.74 km 

39， 246 ，694 人

45.39 km 

貨物輸送 ト γ数のうち鉱産物が 50.8 % ， 工業製品および雑品

目が 25.5 % を 占めている。

1951 年末現在の線路キロ数， 車両数および船舶数は，

線路

総営業キロ 10,528 km 

自社所有路線営業キロ 9,203 

総軌道延長 18,080 

自社所有軌道延長 15,839 

ヰE 阿

蒸気後関車 1 ，066 両

ディーゼノレ電気機関車 172 

貨 車 54,084 

客 事 1,063 

事業用車両 2,686 

紛 舶 2 隻

シ カゴ=ニュ ー オ ーリ ンズ聞に代表的旅客列車 L シティ ・ オ

プ ・ ニュー オ ーリ ソズ1 が運転されており，シカゴ=メ γ アイ

ス聞には貨物列車 Lマ ーチ ャンダイズ ・ スペシヤノレ1 が目隠日

を除 く毎 日連転されている。所要時間 15 I時間 55 分。

参考文献 Henry Sampson 編 World Railways 1954-55, 
Tothill Press Ltd. 発行 Directory of Rail way Officials & 

Year Book 1953-54, Interstate Commerce Commission 編

Statistics of Railways in the United States 1951, (光延有三)

いれいとりあっかいかもつ異例取扱貨物 通常受託する貨

物と!fI.なって，運送区間その他に異例の取扱方をしなければな

らない貨物をいう。この取扱によるものにはつぎのようなもの

がある。

l 貨物の巡翰営業をしない線およびまだ開業していない線

で述送する貨物。

2 駅，操車場または信号場の精内で五I!送する貨物。

3 取扱に制限のある駅に発または到賛する取級制限貨物。

4 貨物の迎輸営業をする線の途中または信号所に発または

到着する貨物。(霊森直樹)

いれかえ入換 (英) shunting (米) Bwitching 

1 定 義車両の移動，解放または連絡をする作業を入

換，または操車という。操車掛の行う入換合図により，担軽関車

いれかえ

または動力Irrを使用する入換を車両入換といい ， ífOJ力事を使用

しないで，人力その他によ っ て車両の入換を行う方法を， 手事11

入j央と Lづ。ただし停車局内の定例入換においては，構内五I!転
を行い，校:~ 1ド掛が誘導を行わな L 、か ら車両入換とはいわない。

誘導とは車問入換を行う場合に繰平織が行う作業をいう。

illi結とは車両と 1lïjilijをつな さr合わせる作業をいい，解放とは

ー速につながった車両と車両とを切り放す作業をし、う。車両を

解放するには， 停止している車両の連結器をきって，いずれか

一方を動力事で引き出して切り放す方法と ， 動力11iて'突き放し

て，車両を切り放し入換する方法とがある。後者の方法を突放

入換または単に突放 (と っぽう )と し、う。また後l刻Iドを前jjJj とし

て車両を移動させる作業を引上または引出 といい，括器関1lïを後

部につけて他の車両を担11す入換作業を押込という 。

2 入換作業の運転取扱 操車掛は車両入換を開始するI狗に

犠|誕lゴニ ， 侶号掛， ;1民鰍手 (てんてっ しゅ)，述結手に対して，作

業順斤，と作業方法との級裂について打合わせなければならない。

そして車両入換の途中では，操111掛は作業順序にしたがって逐

次必要事項を綾|誕l士， 信号掛，転轍手または述結手に通告しな

ければならない。しかしながら，一般には口頭通告によらな く

ても相手者に了解させることができる場合には， 入j巣過告合図

によ って遜告しでもよいことになっている。また車両入換をす

るときには，操111掛は機関士に対して入後合図を行わなければ

ならない。

車両の自宅放入換 (ハ γプ線で車両を流転する場合を含める)を

行うときは， 述結手またはその他の適任者を自宅放車両に乗り込

ませて ， プレーキを取扱わせるのを原則とする。また旅客の釆

り込んでいる Jlï問，火薬類を積載している車両その他連結注窓

の表示のしてある JI1肉は， 突放入換を してはならない。

列車を途中の駅で入換する場合にはとくに列車入換とい うが，

このi場合にも車両入換として取扱う。

3 入換作業の鑑別

(1) 貨車入換 貨JIi入換は主として貨物列車の分解および組

成を目的として行う入換である。貨物列平は旅客列車と異なり ，

発着駅の!fI.なる貨111で成り立っているのが原則であるから， 貨

車入僚は客Jlí入換にくらべてきわめて復雑である。

ア 到 着貨物列車が組成駅の到着線に到着すると ， ま

ず筆引憾(けんいんき)を解放して緩l羽区へ入区させる。駅にお

けるこの作業を着受 と しづ。また一般に後|弘1率を入出区させた

り ， 入換俊樹車を 1 つの作業場所から ， 他の作業場所へ単独で

移動させる作業を制限関車回転とい う。到着した列車の車両の検

査， つぎの分解作業の準備，事号の記録等は到着線で行う。

イ 分 解 到着列車を機成している1'i:I1i列を別々に切り

放す作業を L、う。またこれらの貨車を行先別に整理して分解し，

っき.の組成作業の準備を行う作業を仕献という。この分解作業

の方法は平間操耶峨で行う場合と，ハソプ操車場で行う場合で

はおもむきを異にする。

(η 平面入換 一般に平面操平場で行う入換をいう。平国入

換の場合には到着した列車を引上線に引上げ， 仕訳線を使用し

て突放入換によって分解を行う。この場合に，引上級の有効:長

が到IH守列車の長さより短いときとか，あるいは入換後関車の性

能から考えて一度に引上げるのが無理なときには 2 固に分け

て引上げるのが普通である。 このように 1 つの車両列を 2 回

以上に分けて引上げる作業を分割引上とし、う。

げ) ハンプ入換 ハン 7'操車場においてハ γプを使用して行

う貨準入換をいう。またハンプ入換による仕訳作業をハンプ仕

釈 という。ハ γプ入換の湯合には到着した列車を， 入換幅員関車
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